
競技審判員マニュアル

①本大会は東京陸上競技協会も、主催者であり主管団体であります。
②大会運営要項、および審判員留意事項等をよく確認の上、
適切に従事しましょう。
③事務局職員、ボランティアリーダー、ボランティア、
医師看護師、警備員、誘導員、警察官等、
大会関係スタッフと連携協力のもと従事し、
事故等が発生に対しては迅速かつ適切に対応しましょう。

競技審判員心構え

種目 招集時間 スタート 競技終了

ハーフマラソン 7:50～8:20 ８:30 11:00

３ｋｍ（中学生・一般） 8:20～8:50 9:00／03 9:30

１０ｋｍ 10:35～11:05 11:15 12:45

スペシャルラン 11:00～11:15 競技時間 11:20～11:40

ひよこ 12:30～12:50 競技時間 12:50～13:30

２ｋｍ(小学６年生／５年生) 13:10～13:25 13:30／33
１４:00

２ｋｍ(小学４年生／３年生） １３:15～１３:30 １３:36／39

１ｋｍ(小学２年生／１年生) 13:40～13:55 14:00／03
14:30

ファミリーラン(1ｋｍ)A・B・Cグループ １3:5０～14:05 14:10／13／16

ファンラン（５ｋｍ・リレー) 14:15～14:30 14:40 15:40

東京陸協指定の
キャップを着用

東京陸協指定の
防寒コート(紺色)

を着用



各係により集合時間・場所が異なります。
国立競技場からバス移動する審判員(ブロック長・技術員・収容関門)は、バス出発時間(7:30発)に遅
れないように乗車してください。

1 集合

国立競技場
P1入り口

都営大江戸線
「国立競技場駅」A2出口

国立競技場

東京体育館

A千駄ヶ谷門

（１）基本留意事項
①活動中は、必ず東京陸上競技協会指定の服装ならびに帽子、審判胸章を着用してください。
②集合は、必ず各主任のもとに集合し、注意事項等を確認してください。
③各従事担当場所に必要な用品や記録用紙などを確認し、必ず所持してください。
④従事終了後は、一部の方を除き現地の各ブロック長･主任により定められた場所にて再集合します。
事故や異常の有無等を必ず報告してください。その後解散となります。
⑤ハーフマラソン終了後(11:00)、１０ｋｍ以降の種目にも継続従事する方は、弁当支給あります。
弁当は、国立競技場にて、ブロック長･主任等、代表の方に一括して渡します。
⑥主任・ブロック長は各担当範囲の事故や異常をメモにし、終了後必ず本部に報告してください。
緊急を要する事項は、迅速に本部に報告の上、関係スタッフと連携協力のもと対応してください。
⑦総務および総務員、ブロック長、技術員、収容関門主任、アナウンサーはIP無線を携帯します。
IP無線はエリア長(事務局職員)および警察本部等も携帯しています。

（２）移動バス(ランナー収容バス) ※救護班その他スタッフも乗ります
7:30 外苑西通り「明治公園前バス停」付近出発 都営バス（乗合バス型）配車
① １号車 Cブロック(ブロック長・技術員・救護班)

収容関門①⑥四谷四丁目、収容関門②⑤新宿二丁目
② ２号車 Dブロック長(ブロック長・技術員)
③ ３号車 Eブロック(ブロック長・技術員)、Fブロック(ブロック長・技術員)、

収容関門③神楽坂下、収容関門④市谷八幡町

2 基本留意事項

（１）ハーフマラソン
①新宿五丁目東(C-7）以降、靖国通りは下り車線、外堀通りは外回り車線のみを使用し、
往路と復路をコーンで分けます。直進第１車線＋左折車線とそのほかの車線とに分割します。
②新宿二丁目南(C-3)、往路最後尾のランナーが抜けたときに復路先頭が到達し、
入れ替わる想定です。

（２）３ｋｍ
①国立競技場周辺（Ａ-1・5、競技場外構部）、はハーフマラソンと３ｋｍとコースが変わりますので、
コーンの配置を調整してください。
②大京町周辺(B-2)は、ハーフマラソン最後尾と３ｋｍ先頭、３ｋｍ最後尾とハーフマラソン先頭の
それぞれの入れ替わりが円滑に運営されるよう注意してください。

（３）１０ｋｍ
①外苑西通り（B-3・4ブロック）は往復コースです。カラーコーンの配置を調整してください。
②2周の周回コースで、5km付近から周回追越しが発生します。
③「1周目ランナーは左に」「2周目ランナーが右側から追い越します。」と声掛けます。 
④特にB-１・2ブロックは、1周目ランナーと2周目ランナーを分岐させます。

３ コース注意事項

移動バス乗車位置
明治公園前バス停



（１）総務及び総務員
①総務は大会を管理運営し、競技進行を統括してください。
②総務員は各役割の業務を統括管理してください。
③各役割の審判員を必要に応じて指導するとともに、その他スタッフとの連携を図ってください。
④各種記録等の把握及び報告申請等を行います。

（２）国際道路計測員
①各コースのスタートライン、フィニッシュライン、５ｋｍ毎のポイント等を予め確認してください。
②先導車両に乗車し、コース上の各ポイントの最終確認を行ってください。
③先導車両または先導自転車が、レコードラインに準じた走行をするよう、指導してください。

（３）公式計測員
①競技管理車両に乗車し、コース上の５ｋｍ毎ポイント、折返し地点、その他コース設定について、
確認をし、必要に応じて審判員またはその他スタッフに指示をし、調整してください。

（４）技術総務
①技術員を統括し、各コース上のポイント等を指示してください。
②競技管理車両に乗車し、コース上の５ｋｍ毎ポイント、折返し地点、その他コース設定について、
確認をし、必要に応じて審判員またはその他スタッフに指示をし、調整してください。

（５）審判長
①先導車両に乗車し、選手の競技規則遵守を確認してください。
②競技終了後、記録を点検してください。

４ 各担当の主な注意事項（基幹役員）

（１）スタートコーディネーター
①号砲は大会実行委員会会長(新宿区長)ほか、大会役員が行いますので、コーディネート願います。
②マイクを使用して、スタート２分前・１分前を通告してください。 ※１０分前・５分前はアナウンサー。
③ハーフマラソン、３ｋｍ、ひよこ、ファンランはトラックＨ点(メインストレート中央)、
１０ｋｍ、スペシャルランはＣ点(5000ｍスタート位置)がスタートです。
２ｋｍ、１ｋｍ、ファミリーランは、競技場外の道路(A-5)がスタートです。
④スペシャルランは音に過敏な方もいるので、ホイッスルまたはフラッグを使用します。
⑤ひよこはフィニッシュ地点より42.195mの場所よりスタートします。 ※ボランティアが対応
複数レースがあるので、初回のみピストルを使用し、以降はホイッスルを使用します。

（２）記録情報処理
①本大会はトランスポンダーシステムにより計測を行います。
※計測事業者：株式会社アールビーズ 担当：森川・佐々木
計測拠点：国立競技場 運営室6

②ハーフマラソン計測位置(センサーマット設置)は以下です。
・スタート ・フィニッシュ
・ハーフマラソン５.1ｋｍ通過確認(C-2) ・１０ｋｍ及び通過確認(E-4往路)
・１５ｋｍ(C-7復路) ・２０ｋｍ(A-4復路) ・新宿アルタ前折返し確認（C-5）
・その他混雑確認用（D-2復路）
③１０ｋｍ計測位置(センサーマット設置)は以下です。
・スタート フィニッシュ ・5ｋｍ(A-7の２周目) ・折返し(B-4)
④３ｋｍ・２ｋｍ・1ｋｍ・ファミリーラン・ファンランはネットタイムを記録とします。
⑤記録証は当日発行ありません。ウェブサイトからダウンロードしていただきます。
⑥スペシャルラン・ひよこは記録計測しません。完走証のみを渡します。
⑦記録の確認および公認記録の作成・確認をしてください。
⑧表彰式を行う部門・順位は、賞状をANDONホールで使用します。
表彰式対象でない部門・順位の賞状は、売店W-102(1Fコンコース)でお渡しします。
売店に記録情報処理係を配置し、順位や記録等の問い合わせに対応してください。
⑨ハーフマラソン男女７０歳以上の１位に「君原健二杯」を、
小中学生の各部門で新宿区民第１位に「しんじゅくIDATEN賞」を、賞状を発行し授与します。
⑩ハーフマラソン、３ｋｍ、１０ｋｍは、フィニッシュ時に、記録漏れを防ぐため、
ビブスに掲載のバーコード読み取りを行います。
フィニッシュ後のＧＡＴＥ2にてボランティアが作業を行います。

５ 各担当の主な注意事項（国立競技場内）



（３）決勝
①ハーフマラソンおよび１０ｋｍについては男女総合各1位～8位を表彰します。 ※グロスタイム
着順1～8位の候補者に対して、ボランティアと連携し、表彰式の時間等について案内してください。
②３ｋｍ、２ｋｍ、１ｋｍは各部門1位～３位を表彰します。 ※ネットタイム
③フィニッシュテープはボランティアに操作を指示してください。
ハーフマラソン・１０ｋｍは男女１位、ＩＤの部１位を目安に使用します。
３ｋｍ・２ｋｍ・１ｋｍは、可能な限り、各部門１位を目安に使用します

（４）マーシャル ※主にフィールド階段を管理
①ハーフマラソン・３ｋｍ召集の際は、出発係及び場内審判員が連携できるように、協力してください。
※ランナーの介助員等がスタンドに戻る際、フィールド階段を使用してご案内してください。
②１０ｋｍ・スペシャルラン召集以降はフィールド階段を中心に管理してください。

（５）選手誘導及び出発 ※スペシャルラン・ひよこはボランティアが主で運営します

①ハーフマラソン、１０ｋｍはA～Hのグループ(申告タイム順)、３ｋｍは部門毎に整列します。
2ｋｍ・１ｋｍは学年の大きい順に、ファミリーランはＡ～Ｃのグループ毎に、
ファンランはA～Ｅのグループ毎に整列します。

②小学生以下の参加者及び介添えが必要な参加者は、
「付添」のリストバンドをつけた保護者が、 トラック周縁の招集直前まで付添うことを可能とします。
③招集時等、ビブスは付けているか、異常な状態ではないか等確認し、注意声かけ等願います。
④整列・招集グループはロープ等を活用してください。
スタート時間に注意し、2分前にロープやスタッフをトラック外に撤収し、スタートに備えてください。
⑤スタート直前まで上着の着用可能です。
走る際に着用しない上着は、スタート3分前には脱いでコース外に出し、
使い捨てではない上着は、ボランティアに、回収及び参加賞配付所付近まで運搬指示してください。
⑩フィニッシュ時選手誘導は、フィニッシュ後の選手が滞留しないよう誘導してください。
ハーフ・３ｋｍ・１０ｋｍはＧＡＴＥ２から競技場外方向へ、外苑側歩行者デッキ階段上まで誘導します。
２ｋｍ・１ｋｍ・ファンラン・ひよこ・スペシャルランはＧＡＴＥ２付近のフィールド階段S1へ誘導します。

（６）用器具
①国立競技場敷地内は、国立競技場用器具倉庫のコーン（青色）とレンタル品(赤色予定)を使用します。
②設営は前日に事業者が行います。
③３ｋｍ・２ｋｍ・１ｋｍは国立競技場外構部(外苑ゲート～青山ゲート)をコースとします。
予めコース設定を行い、３ｋｍの運営後、設定を維持したまま一般来場者の通行を行い、
２ｋｍ・１ｋｍ開始時に再度コース設定を行います。 外構部審判員・ボランティアと連携してください。
④ハーフマラソンフィニッシュ・１０ｋｍ召集→１０ｋｍスタートと、競技間のコーン位置調整があります。
⑥その他、途中調整、不足時の補充、終了後の撤収作業を行ってください。

（７）アナウンサー
①メインスタンド下のトラック縁に仮設ブースを設営し、そこで行います。
②開会式・表彰式・応援パフォーマンスの司会も行います。
③基本事項は大会事務局が進行台本を作成します。
④そのほか競技状況や放送事項は、IP無線またはメモ等にて都度お伝えします。
⑤必要に応じてランナーインタビュー等を行ってください。
⑥ファンラン(5km・リレー)はゲストランナー等がアナウンスに加わり、競技説明など行います。
⑦その他内容によって、大会事務局職員等がアナウンスする場合もあります。

５ 各担当の主な注意事項（国立競技場内）

種目 招集経路 スタート位置

ハーフマラソン Ｈゲート→アスリートスロープ→ＧＡＴＥ４・5
トラックＨ点(メイントラック中央)

３ｋｍ Ｈゲート→アスリートスロープ→ＧＡＴＥ5

１０ｋｍ Ｈゲート→アスリートスロープ→ＧＡＴＥ４
トラックＣ点(5000ｍスタート)

スペシャルラン フィールド階段Ｅ3(ＧＡＴＥ5近く)

ひよこ フィールド階段Ｗ２(ＧＡＴＥ１近く) トラックＨ点(メイントラック中央)

２ｋｍ・１ｋｍ Ｈゲート→競技場外公道 神宮外苑円周路 コースＡ５区

ファンラン フィールド階段Ｗ２(ＧＡＴＥ１近く) トラックＨ点(メイントラック中央)



（１）管理体制及びコース等設営
①コース沿道をA･B･C･D・E・Ｆブロックに分割して管理します。
②コース上の機材や表示看板等を確認してください。
③コーン等は、各交通規制開始時間に合わせて配置します。
ボランティア等、他の運営スタッフと協力して配置してください。
交差点については、警備事業者も行います。協力して配置してください。
④交通規制解除時については、警察官の確認のもと、
他の運営スタッフと協力の上、車道路肩に寄せてください。別途専門業者が回収します。
⑤表示看板のうち、給水所・トイレは自立式看板(A型看板)を使用します。
転倒防止ウェイトとともに早朝のうちに配置場所近くの歩道に仮保管してあります。
表示内容を確認し、各交通規制開始とともに適切な位置に設置してください。
ランナー通過後、交通規制解除までに、朝の状況に撤収してください。
⑥表示看板のうち、キロ表示、分岐表示は手持ち式看板を使用します。
交通規制開始までに、他の運営スタッフが表示位置に持参し、定められた時間に表示対応します。
表示内容を確認し、表示位置や方法等について、必要に応じて助言してください。
定められた時間に、表示担当スタッフが撤収します。

（２）コース管理
①競技実施中は、コース上への観客や物の進入を注意してください。
またコース周辺において道路交通法に反する行為、または他者の不快となる行為を禁止致します。
②競技実施時、ランナーの状態を確認願います。
アスリートビブスを見えるように装着しているか、異常や挙動不審な状態ではないか等確認し、
注意、声かけしてください。
③競技中、明らかに異常な行動をするランナーがいた際は、
健康や安全を確保する目的で、声掛け、競技参加中止および保護を行ってください。
④保護したランナーを含めて、競技を途中で止めたランナーは、
アスリートビブス番号を記録し、最寄りの収容関門または救護所へ誘導してください。

（３）コース管理その他注意事項
①競技中であっても、緊急車両や医師等の人命に関わる従事者の通行を優先します。
②ハーフマラソンでは、一部ランナーストップとして、ランナーを一時停止させ歩行者等を横断させます。
ランナー集団の中ごろ以降、比較的一時停止させやすい頃合いを見計らって、
他の運営スタッフと連携し、ランナーを停止させてください。
そのほか歩行者および自転車等の横断は、可能な限り歩道橋や地下道を活用･案内しますが、
ランナーの間隔がある時間帯や、安全が確保できる際は、
他の運営スタッフと連携して横断対応してください。
③路上のゴミについては、ランナーの投じたゴミ以外も含めて、念入りに回収してください。
④キロ表示掲示位置や給水所には、道路路肩に表示や目印が貼ってあります。
必ずきれいに取り外してください。 ※剥がしたものは廃棄。

（４）ブロック長の役割
①各ブロックの審判員を統括してください。
②朝は競技場に集合し、バスにより各ブロックに移動します。
③必要な伝達事項や物品等を確認し、現地にて各ブロック審判員に伝達等してください。
④各ブロック内の審判員の出欠を確認し、大会終了までに役員係に伝達してください。

（５）技術員の役割
①各ブロックの、ｋｍ表示、給水位置、コーン配置等のコース設定を確認してください。
②交通規制状況に応じて、ボランティアスタッフや警備員、専門事業者のコース設営作業に対して、
適宜指示を出し、正しいコース設定となるよう調整してください。
③競技間のコース変更がある場合、またはランナーの人数等に応じてコース幅調整が有効な場合等、
コーン配置等調整し、安全に競技運営ができるよう、適宜コース設定を調整してください。
④競技終了後、キロ表示掲示位置、給水位置、収容関門位置等、路上に貼り付けた目印が、
残存していないか確認し、残存している場合はきれいに剥がしてください。 ※剥がしたものは廃棄。

６ 各担当の主な注意事項（コース審判員）



（１）ランパス／ランナーストップの実施
以下の４か所の交差点において、走路をう回し歩行者等横断対応する「ランパス」、
ランナーを一時停止させて歩行者等横断を行う「ランナーストップ」を実施します。
◆交差点2 四谷四丁目（復路のみ） ランパス
◆交差点5 市谷八幡町(往復ともに) ランナーストップ
◆交差点6 神楽坂下（復路のみ） ランナーストップ
◆E-5 軽子坂下(復路) ランパス
◆A-12・6 神宮外苑絵画館前周辺(復路及び10km) ※小規模なランパス

（２）実施注意事項
①交通規制中であっても、信号を必ず守ります。
②トップランナー集団以外で、ランナーが密集していない場合に行います。
③実施のタイミングは、警備員・区職員と連携のもと、競技審判員が判断し、
警備員及び交差点対応スタッフと連携のうえ実施します。
④ランナーはかなりのスピードで走ってきます。
実施については、スタッフ間で連携し、可能な限り手前より声掛け周知します。

７ ランパス／ランナーストップによる横断対応

（１）途中棄権者対応
①各収容関門設定された時間に合わせ、それまでの区間は競技終了（途中棄権）とします。
②各収容関門設定時間を過ぎて収容関門手前で走行しているランナーについては、
収容関門まで走行させず、最寄りの歩道に移動させてください。
国立競技場まで自力で戻るよう案内、または最寄りの収容バス停車場所へ誘導してください。
③棄権者のアスリートビブスは、今回大会より特に操作しません。
ビブスナンバー記録してください。
④途中の仮設トイレのほかに、コース上のコンビニエンスストアにもトイレ利用の協力を依頼しています。
その他のスタッフと連携し、トイレ立ち寄りおよびコース離脱者を把握してください。
⑤Ｂ～Ｆブロックの収容関門は、収容バスが待機しています。
C・D・Fブロックはコース上のバス停にも停車します。
途中棄権ランナーは、収容バスに乗車させてください。
⑥収容関門への移動が困難な場合、収容バス係または本部へ連絡し、
収容バスや救護車両の対応を依頼してください。
⑦途中棄権ランナーにも参加賞をお渡しします。
参加賞は、国立競技場内の千駄ヶ谷チケットＢＯＸおよび外苑チケットＢＯＸでお渡しします。
⑧途中棄権ランナー記録、貸与した用品等は、
担当業務終了後、収容関門に集め、収容バス担当より競技本部まで持参提出してください。
※途中棄権ランナーのビブスナンバーの情報伝達
コース審判員 → 収容関門 → 収容バス → 競技本部

（２）収容関門係
①朝の集合時、競技本部より収容関門に必要な「収容関門記録」「ロープ」「保温シート」等、
必要な用品を分担し、運搬してください。
②収容関門表示看板(A型看板)に運搬した時計の時刻表示を確認し、看板の上部に装着してください。
③寒い時期ですので、途中棄権者の健康状況をよく観察してください。
④収容関門⑧千駄ヶ谷門前および収容関門⑨Ｐ３口では、分担して、
収容した途中棄権ランナーを、最寄りのチケットＢＯＸ(棄権者参加賞渡し)まで誘導してください。

８ 途中棄権者対応



（１）給水係
①表示看板、長机、ごみ箱等の用品は、転倒防止ウェイトとともに、
早朝のうちに配置場所近くの歩道に仮保管してあります。
表示内容を確認し、各交通規制開始とともに適切な位置に設置してください。
②飲料は、大会当日の朝(7:00～7:30頃)に配送されます。
③飲料は水およびスポーツドリンク、フィニッシュ後給水は水のみです。
④他のスタッフと連携のもと、用品等を適切に配置し、長机上に紙コップを並べ、
水とスポーツドリンクの区別をして、紙コップの1/2を目安として紙コップに注入してください。
⑤ごみの分別回収は、ペットボトルキャップ･ラベル、ペットボトル本体、段ボール、
紙コップ等ランナーが投じたゴミに分別して梱包してください。
⑥路上のゴミについては、給水関係以外のゴミも含めて念入りに回収してください。
⑦今回大会は以下の業務について事業者に委託しています。
資材手配および管理(現地対応あり)…セレスポ 看板配置回収…シミズオクト
廃棄物回収…ヒトトヒト

（２）後走 兼 出発時最後尾確認
①「後走」と表示されたビブスを着用します。
②別途自転車による「最後尾」と表示した係員も配置します。 ※新宿区トライアスロン連合
③スタート時に著しくスタートが遅いランナーは失格扱いと判断し、通告してください。
④必ず複数人数で最後尾を確認しながら追走してください。
⑤途中の仮設トイレのほかにコース上のコンビニエンスストアにもトイレ利用の協力を依頼しています。
コース審判員やその他のスタッフと連携し、トイレ立ち寄りを確認しながら追走してください。
⑥各収容関門設定時間を過ぎて収容関門手前で走行しているランナーは、
すべて最寄りの歩道へ移動させてください。収容関門まで走行させません。
⑦コース審判員等がナンバーを記録後、国立競技場まで自力で戻るよう案内、
または最寄りの収容関門へ誘導する流れで対応します。

（３）収容バス
①別紙の行程表に基づいて運行します。
②朝、収容バスに乗る際、競技本部より収容バス用品(担架･毛布等)を手運びし、
バスに乗せてください。
量があるので乗車する審判員と手分けしてください。
③審判員以外に、救護スタッフや撮影スタッフ等の乗車もあります。
④各収容関門でのランナー収容については、収容関門係や他の運営スタッフと連携の上、
収容人数を確認の上、収容漏れがないよう十分確認をしてから出発をしてください。
⑤収容関門での乗車時間帯は、競技終了後であり、交通規制解除後の時間帯です。
周辺の車両や歩行者等の通行に十分注意し、乗車を誘導してください。
⑥収容関門記録等、コース審判員の記録用紙や用品等も回収してください。
⑦収容関門以外のバス停等、コース途中で棄権ランナーや審判員、スタッフ等の乗車があります。
コース上は、周囲に注意しながら、走行してください。
配車担当：都営バス ※乗合バス型

⑧途中棄権ランナーにも参加賞をお渡しします。
参加賞は千駄ヶ谷チケットＢＯＸおよび外苑チケットＢＯＸでお渡しします。
バス降車場のスタッフに、最寄りのチケットＢＯＸ(棄権者参加賞渡し)まで誘導させてください。
⑨最終便の降車時は、棄権者の誘導及び積み込んだ資材の運搬返却を行ってください。

事前の問い合わせ（大会実行委員会事務局）
03-3232-3993 schm@regasu-shinjuku.or.jp

９ その他競技管理

大会ウェブサイト
https://www.shinjukucity-halfmarathon.jp/

大会各資料等公開ページ
https://www.shinjukucity-halfmarathon.jp/volunteer-info/17338/
※スタッフ専用ページですので取扱注意願います。
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